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要旨
教育を実際に展開するにあたっては、学生の社会的背景や職業に対する意識等の実態を把握することは
重要であると考え、本短大のl年生80名を対象として、入学の動機、及び卒業後の進路、職業イメージ
(看護婦、助産婦、保健婦についてのイメージ)、キャリア発達について調査を行った。
その結果は、1.家族、親戚、知人の中に医療関係者のいる者は、職種別では看護婦が最も多く、また、
看護婦を希望するにあたっては母親の影響が最も大きかった。 2.本短大を受験するにあたっては、ほぼ、 6
割の者が四年制大学及び専門学校を受験している。 3.卒業後の進路は進学希望者が多く約半数である。 4.
看護婦・助産婦・保健婦の各々のイメージでは、看護婦と助産婦は類似しているが、保健婦のイメージで
は得点の平均値が土1.00以内の平均値数の形容詞数が80%を占め、狭い幅のなかにおきまっている c 5.進
路決定時期は高校1，2年生が最も多く、進路決定時期と看護職希望の程度に有意差がみられた。 6.職業継続
では、一生続けたい人と、結婚・出産後再就職したい人の割合が最も多かった。 7.ライフスタイルは、目
標に向かっていきたい人と、あまり無理をしないで楽しみたい人にわかれていた。 8.自尊感情では、一般
青年と比較して、学生の方が低かった。等のことがわかった。
今後どのように変容発達していくのかを知り、指導方法の改善資料として活用したい。
キーワード:学生の社会的背景、卒業後の進路、職業イメージ、職業の継続、
自尊感情(Self-Esteem)
しはじめに
本看護短期大学は、看護職員の確保と看護教育の
質的転換を目途として、平成7年4月間学した。人と
して成長しながら幅広い視野を持つ看護専門家を育
成するという教育理念のもとに、学生の自主性を尊
重したカリキュラムを編成し、充実した教授一学習
活動の推進をはかつているところである。
教育を実際に展開するにあたっては、学生の社会
的背景や入学の動機、職業に対する意識等の実態を
把握することは重要である。さらに、学習とともに
どのように変容し発達してゆくかを科学的に把握す
ることは、学校の運営や教育課程の編成をより効果
的に発展させる要素となる。今回は、こうした観点
から、本学に入学してきた学生の看護という職業に
対して、どのような意識・イメージを持っているか
を、新入学生の社会的背景や入学の動機等との関連
川崎市立看護短期大学
も含めて、次のような項目について調査を行った。
(1) 主な社会的背景及び入学動機等
(2) 看護婦・助産婦・保健婦のイメージ
(3) キャリア発達
I.研究方法
1.調査対象:3年課程看護短期大学一年生80名(女
子79名、男子1名)を対象として、同意の得られた77
名(女子76名、男子l名)について調査を行った。回答
率は96.3%であった。
2.調査日:平成7年7月21日
3.調査方法:半構成的質問紙調査、集合調査
4.調査内容:
(1)主な社会的背景及ぴ入学動機等としては，高等
学校での課程、受験資格、住居、婚姻関係、家族等
に医療関係者の有無、予備校での学習、他の学校の
受験状況、本短大を希望した理由、卒業後の進路、
希望していた職業の種類、看護職希望の程度
(2)看護職のイメージとしては、看護婦のイメージ、
助産婦のイメージ、保健婦のイメージ
(3)看護婦のキャリア発達としては、進路決定の時
期、職場の選択、職業の継続意思、職場及び看護婦
のイメージ、ライフスタイル、自尊感情 (Self-Esteem)
について調査した。
5.尺度及び用語
(1)尺度の説明
SO法(セマンティック・デイファレンシャル法)
は、あらゆる概念の意味は対をなしている形容調に
よってとらえられるという考えのもとにいろいろな
「概念 (concept)Jを、形容詞対の尺度 (scale)によ
り、 5段階または7段階などで評価させる方法である。
日本では、イメージ調査の一方法として活用され
ている。実際には、形容調対(例えば大きい一小さ
い・速い一遅いなど)の評定を n人に行ない、その
平均値をプロフイールに表し、別のプロフイールと
比較するというような方法がとられている。
(2)用語の定義
キャリア発達:看護婦の能力を開発することによ
り、職務の遂行を促しよりよい報酬(賃金・地位・
休日・よりよい職場環境等)を得て、新たな能力開
発の意欲を促す、という社会的キャリア開発と同時
に、人生としてのキャリアの道(自分自身の体験や
他人の体験、自然などからも学ぶ姿勢形成過程)、
即ち自立した認識力、判断力、実践力を持ち、自分
自身の道を見いだしていくことができ、自己実現を
含む過程。(宗像、 1983)
自尊感情 (Self-Esteem，S'E) : S' Eは、健康な自
己愛を意味する用語 (Rosenberg，M、米国・心理学
者)、ここでは自己をどれだけ価値のある、尊敬さ
れる人間として見ているかの、自尊感情として用い
る。
ライフスタイル:人生の生き方、自己のスタイル
m.結果友ぴ考察
回答者の平均年齢は 19.1歳 (18~36歳)で、 20歳
未満が全体の83.1%を占めている。
1.主な社会的背景及び入学の動機等
(1)高等学校での課程は、普通科が76名 (99.0%)、
理数科が1名である。
(2)受験資格は、高等学校卒業が76名、大学検定l
名である。
また、卒業した学校は、高等学校が71名(92.2%)、
短期大学が4名 (5.2%)、高等専門学校が1名である。
(3)現在の住所は、自宅が43名 (55.8%)、アパー
ト・マンションが30名 (39.0%)、下宿が2名、寮が1
名、学生会館がl名である。また、同居者がいるの
は52名 (67.5%)で、内訳は50名が家族で、 2名が親
戚である。
(4)入学前に就業(就学期間中のアルバイトを除く)
したことがあるのは5名 (6.5%)、なしは71名
(92.2%)、不明が1名である。
(5)信仰している宗教があるのは2名、なしは75名
である。
(6)婚姻関係は、未婚が75名、既婚が2名である。
(7)家族、親戚、知人の中に医療関係者のいる者は、
46名 (59.7%)で正田ほかの報告 1)と大きな差は見
られない。またその職種別内訳は表lのとおりで、
看護職が34名 (44.2%)で最も多く次いで医師・歯
科医師が8名 (10.4%)、薬剤師が6名 (7.8%)の順
である。
表 1 医療関係者ありの蔵種別内訳(複数回答 n=77)
-2一
職種別内訳 人数 構成比(%)
看護職 H H. ~ 
医師・歯科医師 10. 4 
薬剤師 u 
理学・作業療法士 u 
臨床検査技師 u 
診療放射線技師 u 
養護教諭 u 
その他 u 
*その他の内訳;言語療法士、介護福祉士、歯科技師、
ナースエイドが各々 1、記載なし l
(8)看護職を希望するにあたって最も影響を受けた
人等は、表2のとおり母親15名 (19.5%)で最も多
く、次いで友人・知人9名(11.7%)、親戚8名
(10.4%)、祖父母5名 (6.5%)である。父親1名、教
員(先生)2名、兄弟2名は大きな影響を与えていな
いようである。しかし、影響をあたえる人と、事柄
(イベント)を、表2の如く同一設問で実施したため
動機づけを把握する設問としては検討の要がある。
(9)進学のための予備校での学習は、ありが54名
(70.1 %)、なしは23名 (29.9%)である。予備校で
の学習分野(複数回答、 n=54)は表3のように看護
系23名 (42.6%)、理系コース18名 (33.33%)、医療
関係12名 (22.2%)である。
表2 看護職を希望するにあたって最も影響を
費けた人等
最も影響を受けた人等 人数 構成比(%)
総数 7 100.0 
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表3 予備校での学習分野(複数回答 n=54) 
学習分野 人数構成比例)
看護専門 23 42.6 
理系コース 18 3. 3 
医療関係 12 2. 2 
文系コース 13. 0 
その他 5. 6 
*その他の内訳;看護医療系 2、記載なし l
(10)他の学校の受験状況を見ると、全員が他の学校
を受験しており、その内訳は、表4のとおりで、短
期大学を受験しているのが最も多く 65名 (84.4%)
であるが、 46名 (59.7%)が四年制大学を、また、
同数の46名が専門学校を受験している。四年制大学
受験生には看護系以外の学部を受験している人が多
い傾向にある。
表4 他の学校の受験状況(複数回答 n=77) 
内訳
受験した学校 人数 構成比(%)
看護系 その他
四年制大学 l6 i 9. 1 3 13 
短期大学 ~í iU i 9 10 
専門学校 H i 9. 1 ~ 1 
その他 u 
複数受験した学校の組合せを見ると、表5のとお
りで、学生の受験行動は短期大学と四年制大学を受
験した群 (27名、35.1%)と、短期大学と専門学校を
受験した群 (27名，35.1%)、短期大学と四年制大学
それに専門学校を受験した群(18名、23.4%)の3群
に概略区分できる。
表5 複数受験した学校の組合せ
学校の組み合わせ 人数 構成比(%)
総数 7 100.0 
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???? ??
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(1~本短大についての情報入手(複数回答)は表6
のとおりで、受験雑誌が最も多く48名 (62.3%)で、
次いで教員(先生)11名 (14.3%)，予備校10名
(13.0%)の順である。
表6 本短大についての情報入手先(複数回答 n=77)
情報入手先 人数
受験雑誌 48 
教員(先生) 1 
予備校 10 
家族 1 
新聞 7 
進路オリエンテーション 1 
友人・知人 l 
その他 3 
構成比例)
62. 3 
14. 3 
13. 0 
10. 4 
9. 1 
2. 6 
1. 3 
3. 9 
(幼本短大を希望した理由(複数回答)は表7のと
おりで、「公立で学費が比較的高額でないJが63名
(81.8%)で最も多く、次いで「看護系専門学校より
短大の方に魅力があるのでJ42名 (54.5%)、「受験
科目が自分に相応J36名 (46.8%)、「新しい短大だ
からJ28名 (36.4%)， rいくつかの学校を受験した
がこの短大のみに合格J26名 (33.8%)の順である。
竹内ほかの報告2)によると、看護専門学校選択の主
な理由は、「看護系大学、短大の合格困難等の学業
条件」が53.7%、「学費等経済条件」が21.3%である
が、本学においては経済条件が主で、次いで短大の
魅力、学業条件となっており、「新設の公立短大」
ということが本学選択の大きな理由と言えそうであ
る。
??
表7 本短大を希望した理由(複数回答 n=77)
本短大を希望した理由 人数
公立で学賞が比較的高額でない ね
看護系専門学校より短大の方に魅力があるので 42 
受験科目が自分に相応 日
新しい短大だから 28 
いくつかの学校を受験したがこの短大のみに合格 付
自宅から通学できる 23 
学力が自分に相応 16 
本短大の学校案内の教育内容を見て 15 
両親、先生、先班の勧め 10 
ただ何となく 7 
四年制大学進学希望だが家庭の事情が許さない 5 
近くに親戚が住んでいる 1 
その他 7 
ホその他の内訳;川崎市民だからし川崎という場所で 1
構成比(%)
81.8 
54.5 
46. 8 
36. 4 
3. 8 
29. 9 
2 O. 8 
19. 5 
13目0
9.1 
6.5 
3.9 
9. 1 
u3)卒業後の進路については、表8のとおりで、未
定(まだ分からない)が17名 (22.2%)いるが、現
時点では、進学希望が42名 (54.5%)で最も多く、
卒業後看護婦として就職するのが17名 (22.1%)で
ある。短大一年生の調査で進学希望者は70.2%、就
職希望者は28.1%との正田ほかの報告1)もあり、進
学希望者の多いのが短大の特徴なのかどうか、学年
進行等の変化を含め、しばらくは経過を見る必要が
ありそうである。
表8 卒業後の進路
卒業後の進路
総数
人数 構成比 (96)
7 10. 0 
看護婦として就職する
進学する
未定(まだ分からない)
その他
???
•••• 
????????
進学希望分野は (n=42複数回答)、表9のとおり
で、保健婦課程が24名 (57.1%)で最も多く、次い
で看護系大学への編入20名 (47.1%)、助産婦課程14
名 (33.3%)の順になっている。進学希望分野は、
正田ほかの報告1)と大差はないが、看護系大学への
編入希望が20名 (47.6%) と多いことと、外国留学
希望が6名 (14.3%)，看護系以外の大学への編入希
表9 進学希望分野(複数回答 n=42) 
進学希望分野 人数 構成比例)
保健婦課程 24 57. 1 
助産婦課程 14 3. 3 
養護教諭課程 11.9 
看護系大学への編入 20 47.6 
看護系以外の大学への編入 11.9 
外国留学 14.3 
その他 9. 5 
*その他の内訳;他の大学に入学したい l、視能訓練士 l、
言語・視能訓練士 l、専門学校 l
望が5名(11.9%)、視能訓練士希望が2名という点に
特徴がありそうである。本短大の将来構想との関係
からも貴重な意向が得られた。
(14)本短大を受験するまでに希望していた職業の種
類を、第三希望まで求めた結果は、表10のとおりで
ある。全体としては、看護職希望が69名 (89.6%)
で圧倒的に多く、次いで保母15名 (19.5%)、教員12
名 (15.6%)、養護教諭12名 (15.6%)、栄養士11名
(14.3%)の順であるが、表に示したとおり多くの職
業を視野に入れていることが理解できる。
第一希望の職業は、表10のとおりで、看護婦、理
学・作業療法士、教員、臨床検査技師，医師・歯科医
師、養護教諭、保母、視能訓練士の順である。また
第二希望としては、看護婦、養護教諭、教員、保母、
薬剤師、栄養士の願である。
表10 本短大を受験するまで希還していた職業
(n=77) 
希望していた種種 人数 構成比(%)
看護喰 69 89. 6 
保母 15 19. 5 
教員 12 15. 6 
養護教諭 12 15. 6 
栄養士 1 11. 3 
薬剤師 11.1 
理学・作業療法士 10.4 
臨床検査技師 9.1 
医師・歯科医師 6.5 
介護福枇土 3.9 
放射線技師 2.6 
歯科衛生士 1.3 
その他 1 2. 1 
*その他の内訳 第一希望;視能型l練士 1、健康に関わる職 1.
経済学部 1、会祉員 l、特になし 1
第二希望;研究所研究員 L獣医師 l、視能訓練士 l、
舗灸師 l
第三希望;獣医師 l、機械関係 l、美術関係 L
会社員 l、小料理庖 l
第一希望第二希望第三希望
13 19 
看護婦を第一希望として選択していた者は43名
(55.8%)で、もともと看護職を第三希望までの職業
としては特に希望していなかったが本短大に入学し
た者は8名 (10.4%)で、竹内ほかの報告2)と似た傾
向にある。
(15)看護職希望の程度は表11のとおりである。本短
大を受験するまで看護職になることを「強く希望し
ていたJのは34名 (44.2%)、「できれば」看護職に
なりたかったのは15名 (19.4%)、「何となくj看護
職を考えていたのは19名 (24.3%)である。
また、看護職になることを強く希望していた34名
のうち28名 (82.3%)は将来の職業の第一希望とし
て看護職を選択していた。
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表 11 看護聴希望の程度と希望の順位
看護職希望の順位
看護財望の敵 人数 構成比(%) 第一希望第二希望第三希望 不明
総数 7 10. 0 43 19 
強く希望 34 4.2 28 
できれば 15 19. 4 10 
何となく 19 24.7 
不明 11. 7 
表 12 保健婦・助産婦・看護婦イメージの平均値
形容語対
好き・嫌い
やぼったい・しゃれた
特色のある・ありきた
つまらない・楽しい
親しみ易い・親しみにくい
うすっぺらな・深味のある
美しい・醜い
粗野な・洗練された
わかりにくい・わかりやすい
動的な・静的な
暗い・明るい
強い・弱い
繊細な・大胆な
地味な・派手な
のんびりした・はりつめた
つめたい・あたたかい
軽い・重い
淡い・鮮やかな
固い・柔らかい
不安定な・安定した
大きい・小さい
綾維な・単純な
狭い・広い
現実的な・幻想的な
????????????????????????
??
????
?????????
表13 中心点から離れた形容詞の比較
?????
??????
?
?
????
? ?
看護婦
1l項目 ~t !% 
u 
1l ~i. J 
助産婦
1項目 li.J% 
1U 
1 H.i 
保健婦
i項目 !U何
u 
!U 
2.看護婦・助産婦・保健婦のイメージ
(1)看護婦・助産婦・保健婦各々に対するイメージ
の測定値の平均は表12の通りであり、平均値のプロ
フィールは、図1，2， 3のような形を示した。
(2)尺度の中心点から:f::l以上平均値が距離を持つ
形容調数は、表13のとおりであり、保健婦が極端に
少ない数値を示している。
(3)プロフィールの形で特徴的なことは、表13及び
好き
やぼったい
特色のある
つまらない
親しみ易い
うすっぺらな
美しい
粗野な
わかりにくい
動的な
暗い
強い
繊細な
地味な
のんびりとした
つめたい
軽い
淡い
固い
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明.
嫌い
しゃれた
ありきたりな
楽しい
親しみにくい
深味のある
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洗練された
わかりやすい
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弱い
大胆な
派手な
はりつめた
あたたかい
重い
鮮やかな
柔らかい
安定した
小さい
単純な
広い
幻想的な
図1，2， 3，に示すとおり、保健婦のイメージ
は、:f::1.00以内の平均値数におさまる形容詞数が、
80%を占め、少ない幅の中にイメージがおさまって
いる。
図1 「看護婦」のイメージ
(4)中心点より距離のある形容調の上位5は、表14
のとおりであり、三者に共通している。
(5)中心点に近い距離にある形容詞の上位5は、表
15のとおりで、これも三者に共通している。
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図2 「助産婦Jのイメージ
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表 14 中心点から離れた形容詞 n=24 
看護婦 助産婦 保健婦
3 2 0 -1 -2 -3 
好き
やぼったい
特色のある
つまらない
親しみ易い
うすっぺらな
美しい
粗野な
わかりにくい
動的な
時い
強い
繊細な
地味な
のんびりとした
つめたい
軽い
淡い
固い
不安定な
大きい
複雑な
狭い
現実的な
図3 「保健婦」のイメー ジ
表15 中心点に近い形容詞 n=24 
嫌い
しゃれた
ありきたりな
楽しい
親しみにくい
深味のある
醜い
洗練された
わかりやすい
静的な
明るい
弱い
大胆な
派手な
はりつめた
あたたかい
重い
鮮やかな
柔らかい
安定した
小さい
単純な
広い
幻想的な
看護婦 助産婦 保健闘
l位 あたたかい 現実的な 現実的な lliIやぼったい・しゃれた やぼったい・しゃれた やぼったい・しゃれた
2位 特色のある 動的な 安定した 2位わかりに(い・わかりやすい わかりに(い・わかりやすい わかりに(い・わかりやすい
3位 深味のある 深味のある あたたかい 3位横綱な・大胆な 融制な・大担な 横綱な・大胆な
4位 強い 強い 特色のある 4位被い・鮮やかな 接い・鮮やかな 濃い・鮮やかな
5位 現実的な はりつめた 深味のある 5位地味な・派手な 固い・柔らかい 固い・柔らかい
(6)医療関係者がいる・いないでのイメージへの影
響は、表16及び図4~図6のとおりで、ほとんどない。
(7)看護婦に対するイメージの上位5の形容詞は、
助産婦・保健婦のイメージ上位5にすべて含まれて
おり、看護婦のイメージを基に、助産婦・保健婦を
イメージしているようにみえる。
(8)幅のせまい形容詞対は、三者に共通している。
このことは、現実的に看護活動の体験が少ない現時
点では、イメージにつながり難い形容詞対であると
思われる。
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(9)他の調査との比較では、看護婦・保健婦につい
て実施された文献はみあたらないので比較できない
が、助産婦については、母性看護実習の経験のない
看護学生のイメージに類似している。
3.キャリア発達
(1)進路決定の時期
1 )進路決定の時期は、小学生9.1%.中学生
15.6%、高校生は59.8%であった。高校生の内訳は、
l年13.0%、2年25.9%、3年が20.7%であった(表17)。
表 16 医療関係者がいる・いないのグループ別のイメ ジの平均値
看護婦 助産婦 保健婦
形容語対 いる L 、なし、 いる いない いる いない
n=45 n=31 n=45 n = 31 n=45 n=31 
好き・嫌い O. 8043 O. 8387 1. 1778 0.9333 O. 8261 O. 8710 
やぼったい・しゃれた 。目 1522 O. 0968 O. 0222 O. 0667 -0.0652 O. 1613 
特色のある・ありきた 1. 6889 2. 1935 1. 6 H 4 1. 8387 0.9130 1. 3871 
つまらない・楽しい -1. 2391 -1. 4194 -0.7556 -0.9355 -0.4565 -0.4516 
親しみ易い・親しみにくい 1. 0435 1. 3226 O. 6889 0.4839 O. 6522 O. 6774 
うすっぺらな・深味のある 1. 8261 -1. 9355 -1. 9778 -2.1935 O. 8696 -1. 3226 
美しい・醜い O. 8696 0.9355 O. 7333 O. 6129 O. 3913 0.3548 
粗野な・洗練された 1ー.0000 -1. 3548 -1. 7556 -1. 0323 -0.6957 -0.9355 
わかりにくい・わかりやすい -0.1739 -0.5484 -0.0889 -0.0645 O. 0444 O. 0000 
動的な・静的な 1. 5000 1. 8667 2. 2889 2. 3871 0.5435 O. 419 4 
暗い・明るい 1ー.1087 1ー.1935 -1. 11 -0.8710 -0.7609 -0.7097 
強い・弱い 1. 7609 1. 7419 2. 0444 1. 8387 O. 9130 O. 7742 
繊細な・大胆な -0.5435 -0.0323 -0.2444 -0.0968 O. 0870 -0.0323 
地味な・派手な O. 413 0 O. 5484 O. 5556 O. 4194 O. 7391 O. 7097 
のんびりした・はりつめた -0.9130 1ー.4330 -1. 8444 1ー.9677 0.4783 O. 2903 
つめたい・あたたかい -2.0870 -2.1290 -1. 6222 -1. 3226 1ー.0217 1ー.3226 
軽い・重い -1. 1087 -1. 4516 1ー.3556 1ー.5806 -0.4783 -0.4839 
淡い・鮮やかな O. 1304 -0.7419 O. 3333 O. 4194 O. 0217 O. 2581 
固い・柔らかい -1. 1739 司1.2258 -0.7907 -0.0323 -0.3043 -0.2903 
不安定な・安定した -0.9130 -0.7742 -0.7556 -0.0968 -1. 4783 -1. 0645 
大きい・小さい 1. 478 3 1. 6667 1. 1333 O. 7742 O. 7174 O. 9032 
複雑な・単純な O. 7826 0.9032 O. 6667 1. 8065 0.5652 O. 5161 
狭い・広い -0.6957 -0.9355 O. 8222 -0. 5161 0.8696 O. 9677 
現実的な・幻想的な 1. 5217 1.9677 2. 0000 2.4839 1. 4783 1. 8387 
3 2 o -1 -2 -3 3 2 1 o -1 -2 -3 
好き 1・ 1 |鎌い 好き -拠 |嫌い
やぼったい |吋 | しゃれた やぼったい 4略 | しゃれた
特色のある 開|・ |ありきたりな 特色のある |帽 |ありきたりな
つまらない |酬| |楽しい つまらない . |楽しい
観しみ易い |輔+ |観しみにくい 親しみ易い |酬| |親しみにくい
うすっぺらな |吋 |深味のある うすっぺらな | 制 |深味のある
美しい 担 |醜い 美しい |制| |蟻い
粗野な +揖| |洗練された 粗野な |噂 !洗練された
わかりにくい |・tf-j |わかりやすい わかりにくい | 同 |わかりやすい
動的な 初・| 1俗的な 動的な 1--*-1 !静的な
時い 阪| |明るい 暗い ゆ |明るい
強い |輔| |弱い 強い 事時 |弱い
繊細な 申・| !大胆な 織細な t--Tt |大胆な
地味な ~ |派手な 地味な 1酬| |派手な
のんびりとした| ~ |はりつめた のんびりとした| |時 |はりつめた
つめたい 申崎 |あたたかい つめたい /-M・! |あたたかい
軽い 脚tf-j |重い 軽い |酬| l重い
淡い ー蝿| |鮮やかな 淡い |輔| |鮮やかな
聞い 1・| |柔らかい 回い 申・| |柔らかい
不安定な |叫 |安定した 不安定な H・| |安定した
大きい |帽| |小さい 大きい 司梼 |小さい
複雑な " |単純な 複維な |帽 1 |単純な狭い |制 |広い 狭い f-*・| |広い
現実的な 申・| |幻態的な 現実的な I-M-+ |幻想的な
医療関係者 いる ・ー--・ [n=45) いる ____. [n=45) 
いない・・ー -)( [n=31) 医療関係者 いない----)( [n=31) 
図4 医療関係者がいる・いないの 図5 医療関係者がいる・いないの
「看護婦」のイメージ 「助産婦」のイメージ
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3 2 l o -1 -2 -3 
好き " |嫌いやぽったい f---M' | しゃれた
特色のある ~ |ありきたりな
つまらない |・| |楽しい
親しみ易い |圃| |親しみにくい
うすっぺらな | 司輔 1 |深味のある
美しい |・| |醜い
粗野な |剖 |洗練された
わかりにくい 申 lわかりやすい
動的な |嗣| |静的な
暗い f--*! |明るい
強い 同 1 |弱い
繊細な .， !大胆な
地味な |・ 1 |派手な
のんびりとした| |副| |はりつめた
つめたい +* |あたたかい
軽い 1・ 1 |重い
淡い +*--l |鮮やかな
闘い |圃 1 |柔らかい
不安定な M・| |安定した
大きい 陶 l |小さい
複雑な |制| |単純な
狭い .， |広い
現実的な /w・| |幻想的な
いる ーー--・ [n~451
医療関係者 いない ----x [n~311 
図6 医療関係者がいる ・いないの
「保健婦」のイメージ
パ一セント
35.0 
30.0 
25.0 
20.0 
15.0 
10.0 
5.0 
。
表 17 進路決定の時期
決 定時期 人数 構成比 (%)
総数 71 10. 0 
小学生 9. 0 
中学生 12 15. 5 
高校1年生 10 13. 0 
2年生 20 25. 9 
3年生 16 2 O.7 
その他 12 15. 5 
2 )小学生、中学生、高校1・2年、高校3年生、
その他、に分け、平成5年5月の群馬医療技術短期大
学 1)調査と比較してみると、小学生での決定は本校
の方が多いが、中学生、高校1・2年と少なく、高校
3年、その他と多くなっており、本校の方が進路決
定時期が遅い傾向がみられる(図7)。
3 )進路決定時期と看護職希望の程度は、看護職
を強く希望した群と、できれば看護職に、 何となく
看護職に、を合わせた2群でみると、有意差 (P<
0.01)が認められた(表18)看護職を強く希望して
いる学生は、小学生の時から高校3年まで全体に渡
り進路決定をしているが、できれば看護職に・何と
なく看護職に、の群では中学生以後、特に高校1・2
年時が最も多くなっており、決定が遅くなっている。
ロ本短大圏群馬医療短大
小学生 中学生 高校1年生 高校2年生 高校3年生 その他
進路決定時期
図7 進路決定時期 (本短期大学と群馬医療技術短大との比較)
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表 18 進路決定時期と看護軍最希望の程度
総 数 小学生
総数 58 
(10. 0) ( 12.1) 
看護職を強く希望 26 
000.0) ( 26. 9) 
でFれli&1f~tなく看護&1: 32 
000.0) ( O.0) 
通勤に便利
4% 
休暇が取れる
12% 
給料が高い
12% 
学習・研究が
できる。14百
図8 職業選択の条件
(2)職場の選択
人間関係が良い
44% 
1 )将来働きたい職場としては、大学病院40.3%、
一般病院15.6%、専門病院10.4%、産業看護の分野
14.0%及びその他10.0%であった。その他の中には、
保健所 (1人)学校(1人)、海外青年協力隊、ホス
ピス、助産院などが各1名であた。
2 )職場選択の条件は、人間関係のよい所、が
42.9%で最も多く、このことは現在就業中の看護婦
が選択する条件と同様であり、人間関係重視の傾向
と言える(図8)。
(3)職業の継続意志
1 )職業の継続意思は、一生続けたい人 (就業継
続型)が51.9%、結婚・出産後落ち着いたら再就職
(結婚・出産再就職型)が40.0%であった (表19)。
これは先の群馬医療技術短期大学調査 1)においても
同様な結果が得られている。
2 )一般の女子高校生の調査8)では、就業継続型
17.0%、出産退職型8.0%、出産退職再就職型40.0%
である。本校の学生の就業継続意思は、 一般高校生
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中学生 高校1・2年 高校3年
1 28 12 
( 19. 0) ( 48. 2) ( 20. 7) 
( 2 3.1) ( 34. 6) ( 15. 4) 
19 
( 15. 6) ( 59. 4) ( 25. 0) 
事 p< O. 01
(女子)よりかなり高いが、結婚・出産により 一時
職業を離れたい、という就業傾向においては同様な
パターンを示している。
3 )職業継続と本短大卒業後の進路をみると、就
職希望者、進学希望者には有意差 (P<0.05)が認
められた (表20)。進学をしてより職業を継続して
いきたい、という意思の表れと考えられる。
(4)看護婦の職業のイメージ
看護婦の職業のイメ ージでは、平均値の最も高い
項目はやりがい4.7，社会的貢献4.55、仕事の専門性
4.13、であり、平均値の最も低い項目は、勤務時間
1.58、仕事の環境2.54、仕事の内容2.81であった
(表21)。仕事の条件 ・環境はよくないが、看護とい
う職業に高いやりがい・社会的貢献度などにプラス
のイメージを抱いている。
(5)ライフスタイルについて
ライフスタイルについては、自分の目標に向かつ
て進んでいきたい人と、余り無理をしないで人生を
楽しみたい人にほぼ二分される(表22)。このこと
は、仕事もプライベートも両方楽しむ現代社会の傾
向7)を反映しているものと考えられる。
(6)自尊感情 (Self-Esteem)について
1 )個人の総得点の平均値は23.59であり、青年
女子の平均値(管)25より低い値であった(表23)。
2) 19点以下を低得点群、 20~29点を通常得点群、
30点以上を高得点群とした3群での割合をみると、
やや低得点群にシフトしている(表24)。
3) S' Eと看護職の希望の程度との差をみたが、
有意差はなかった。
S'Eは、「健康な自己愛Jを表し、あるがままの
褒19 被業の継続意思 自分を受入れまた、他者を尊重できる指標となる。
継続意思の内容 人数 構成比例)
看護教育では、実習などにより生死に直接かかわる
総数 76 10. 0 場面も多く、一般青年よりも自尊感情を脅かされる
状況が多いと考えられる。今後、実習などによりど
一生続けたい 40 52. 6 のような変化がみられるか、経年的変化をみていき結婚するまで続けたい 1.3 
子供ができるまで続けたい 3. 9 たい。
子供が大きくなったら再就職 30 39. 6 
目標資金ができるまで O. 0 
その他 2. 6 
表20 職業継続意思と短大卒業後の進路
総 数 看護婦tして掛 進学する その他
総数 76 (10. 0) 17 (10. 0) 41(100.0) 18(100.0) 
仕事をできるだけ続ける 40(52.7) 8(47.1) 25(61.0) 7 ( 38.8) 
結婚・出産・子育て後再就職 30(39.5) 8(47.1) 16(39.0) 6(33.3) 
結婚するまで続ける 1 ( 1. 3) 。( O. 0) 。( O. 0) 1 ( 5. 6) 
子供ができるまで 3 ( 3. 9) 。( O. 0) 。( O. 0) 3 ( 16.7) 
その他 2 ( 2.6) 1 ( 6. 0) 。( O. 0) 1 ( 5.6) 
キP<O. 05 
表 21 看穫婦の職業イメージ (n=77) 表 23 Self-Esteem得点.(n=77) 
職業イメージ
やりがい
社会的貢献
仕事の専門性
仕事の将来性
賃金・収入
仕事の内容
社会的評価
人間関係
職場の環境
勤務時間
平均値
4. 70 
4. 5 
4. 13 
3. 84 
3. 01 
2. 81 
2. 81 
2. 58 
2. 54 
1. 58 
標準偏差
O. 56 
O. 67 
O. 96 
1. 15 
1. 28 
1. 32 
1. 3 
O. 98 
O. 92 
O. 75 
自.，尺度項目
自分に満足
時身まるでダメ
い〈っか見所がある
人がやれる程度にはできる
余り得意に思うことがない
時身自分が世立たずと感じる
他人と同じレペルに立つだけの価値がある人間だ
もう少し自分を尊敬できたならばと思う
いつでも自分を失敗者だと思いがち
自分に対して前向き
得点合計
参考) 得点合計の最大値1:l!、最小値1:U 
表22 ライフスタイルについて(複数回答 n=77)
平均値 標準備差
l.!1 ~.1l 
l. 1 ~. !
1. !l 1. i1 
1. 1 1. 1 
!. 1 ~. 16
!. J 1 ~. !
!. 1 ~. !
l. !I ~. !~ 
!. 12 L ~~
!. !i l. ~~ 
n ¥1 ¥.1 
表24 Self-Esteem得点群分け
自分の目標に向かっていきたい
余り無理をしないで人生を楽しむ
結婚して安定した生活をしたい
その時、その時考えながらいきていく
結婚してもしなくてもこだわらない
人数
7 
構成比例)
10.。
人数 構成比(%)
5o 1. 1 
o 5. i 
~ i J o. ~ 
H J. i 
1 n 1 
得点群
総数
低得点群 09点以下)
通常得点群(20-29点)
高得点群 (30点以上)
???
27. 3 
54. 5 
18. 2 
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N.まとめ
本短大のl年生 (80名)を対象として、主な社会
的背景及び卒業後の進路、職業イメージ(看護婦・
助産婦・保健婦についてのイメージ)、キャリア発
達について調査を行った。回答者は77名(女子76名、
男子l名)で回答率は96.3%であった。
1.家族、親戚、知人の中に医療関係者のいる者
は、職種別では看護婦が最も多く、次いで医師・歯
科医師、薬剤師である。
2.看護職を希望するにあたっては、母親の影響
を最も受けていた。
3.本短大を受験するにあたって、ほほ、 6割が
四年制大学及ぴ専門学校を受験している。
また、約7割の者が予備校で学習している。複数
受験した学校の組み合わせは、短大と四年制大学を
受験した群、短大と専門学校を受験した群、短大と
四年制大学それに専門学校を受験した群の3群に概
略区分できる。
4.本短大を希望した理由は、「公立で学費が比
較的高額でないJ(経済条件)が主で、次いで「専
門学校より短大」という(魅力)、「受験科目が自分
に相応」といった本人の学業条件の順になっている。
5.卒業後の進路は、進学希望が約半数で最も多
く、卒業後看護婦として就職するのは約20%である。
6.本短大を受験するまで希望していた職業は、
看護婦が最も多く、次いで保母、教員、養護教諭、
栄養士の順である。
看護婦を第一希望で選択した者は約半数で、もと
もと看護職を第三希望までの職業としては特に希望
していなかったが、本短大に入学した者は約l割で
ある。
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A Study on Nursing Students' Vocational Consciousness 
Msal由oISAWA， YasukoAOKI， YasukoZ町DA，Humio TAKEUC田， MotoiOE、
Kimiko KASHIRO， Teruko KUNIOKA， Kimie S阻 BAHARA，Seiji MlT A 
Abstract 
明linkingthat in actual undertakings of education it is泊lportantto grasp the realities of students' social background and their 
vocational consciousness， we inquired of 80 first graders of our college about their motive of entrance and postgraduate career，出eu
profession images(nurse， midwife， public health nurse ) and career development. 
百lefmdings show伽 t:1) among fami1y members， relatives and台iends/aquaintanceswho worked in恥 medicalworld， nursing 
was the most popular profession and their aspiration to be nurse was affected most strongly by their mo出er;2) about 60 percent of 
our students also took飢 examinationof a university or technical institute as well; 3) about half of the respondents wished to 
proceed to higher education; 4) while the images of nurse and血atof midwife were similar in wide variety， the image of health 
nurse proved to be very narrow， well-defined; 5) re1atively many of them decided to enter the world of nursing when th巴ywere 
first・or蹴 ond-gradersof high school; 6) as to career maintenance，出osewho wished to eng暇回出eprofession al their 肱 or
to make their comeback after marriage/childbirth accounted for largest shares of血etotal; 7)出eirlifestyle was polarized into血e
type of goal-seeker and that of life-e吋oyer;8) their self-esteem was found to be weaker compared with the general youth. 
Keywords : Student' s Social Background 
Postgraduate Career 
Vocationa1 Image 
Career Maintenance 
Self-esteem 
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